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季刊 第115号

2015年（平成27年）（1）

潮見台小学校6年生　竹内 愛理さん

12月29日㈫から1月6日㈬まで、月忌参詣をお休みさせて
いただきますので、どうぞお寺にお参りください。

●除　　夜　　会 （於　本　堂） ･････ 12月31日㈭ 午後 3 時
●除  夜  の  鐘 （於　鐘　楼） ･････ 12月31日㈭ 午後11時50分
●元　　旦　　会 （於　本　堂） ･････  １月１日㈮ 午前 6 時30分
●宗祖聖人御祥月法要 （於　本　堂） ･････  １月15日㈮ 午後１時30分
  　　16日㈯ 午後１時30分
●新 年 交 礼 会 （於　ホール） ･････  １月16日㈯ 午後 4 時

年末・年始のご案内



〜
年
頭
の
ご
挨
拶
〜

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
一
日
の
計
は
朝
に
あ
り
、
一
年
の
計

は
元
旦
に
あ
り
」と
い
う 

諺
こ
と
わ
ざが
あ
り
ま
す

が
、
皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
計
を
お
立
て
に

な
り
ま
し
た
か
。

以
前
、「
数
え
年
」で
年ね

ん

齢れ
い

を
数
え
た
頃
、

新
年
を
迎
え
る
と
、
一
つ
歳と

し

が
加
え
ら
れ

ま
し
た
。

蓮れ
ん

如に
ょ

上し
ょ
う

人に
ん

御ご

一い
ち

代だ
い

記き

聞き
き

書が
き

の
第
一
条
の

冒ぼ
う

頭と
う

に
、「
勧か

ん

修じ
ゅ
う

寺じ

村む
ら

の
道ど

う

徳と
く

、
明め

い

応お
う

二

年
正
月
一
日
に
御ご

前ぜ
ん

へ
ま
ゐ
り
た
る
に
、

蓮
如
上
人
仰お

お

せ
ら
れ
候そ

う
ろ
ふ
。
道
徳
は
い
く

つ
に
な
る
ぞ
。
道
徳
念
仏
申
さ
る
べ
し
。」

と
示し

る

さ
れ
て
い
ま
す
。

新あ
ら

た
に
歳と

し

が
加
え
ら
れ
、
新あ

ら

た
な
人
生

の
歩
み
を
始
め
る
そ
の
時
、「
お
念
仏
が
大

切
で
す
よ
。」と
の
仰お

お

せ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

人
生
は
よ
く
旅
に
た
と
え
ら
れ
ま
す
。

「
迷め

い

者し
ゃ

不ふ

問も
ん

道ど
う

」〔
迷
え
る
も
の
は
道
を
問

わ
な
い
〕と
い
う
諺

こ
と
わ
ざが
中
国
に
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
車
で
旅
に
出
か
け
よ
う
と
す

る
時
、
目
的
地
を
確
認
し
て
、
そ
の
確
認
し

た
道
が
正
し
い
と
信
じ
出
発
い
た
し
ま
す
。

し
か
し
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
目
的
地

に
着
か
な
い
時
、
初
め
て
道
に
迷
っ
て
い

る
こ
と
に
気
付
き
、
道
を
問
わ
ず
に
い
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

自
分
が
正
し
い
と
思
っ
て
い
る
う
ち

は
、
た
と
え
道
に
迷
っ
て
い
て
も
気
付
く

こ
と
な
く
走
り
続
け
る
の
で
す
。

自
分
に
自
信
を
持
つ
こ
と
は
大
切
な
こ

と
で
す
が
、過
信
は
思
い
あ
が
り
と
な
り
、

道
を
問
う
こ
と
を
怠お

こ
た
る
の
で
す
。

目
的
地
の「
あ
る
人
生
」
と「
な
い
人

生
」、
帰
る
場
所
の「
あ
る
人
生
」と「
な
い

人
生
」と
で
は
、
人
生
と
い
う
旅
の
意
味
が

大
き
く
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
、

ま
た
ひ
と
つ
年
を
た
ま
わ
り

み
仏
の
法
を
聞
け
よ
の
命め

い

な
り
け
り

お
念
仏
と
共
に
、
新
し
い
人
生
の
第
一

歩
を
力
強
く
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ま
の
ご
参
拝
を
職
員
一
同
心
か
ら

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

 
合
掌

　新
年
の
ご
挨
拶
の
会
で
す
。
お

食
事
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
ご

歓
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

小
樽
別
院
の
ご
門
徒
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

ご
参
加
希
望
の
方
は
、
小
樽
別
院

寺
務
所
も
し
く
は
月
参
り
に
参
詣

さ
せ
て
い
た
だ
く
僧
侶
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

新
年
交
礼
会

日
　
時
　
　
一
月
十
六
日
　
午
後
四
時

会
　
費
　
　
二
〇
〇
〇
円

　専
如
ご
門
主
ご
夫
妻
の
第
二
子
と
な
る
ご
長
女
が
十
月
六
日
午
後
一
時
三
十
一
分
、
ご
誕

生
に
な
ら
れ
た
。「
顕
子
」さ
ま
と
ご
命
名
に
な
ら
れ
、
宗
告
の
発
布
が
あ
っ
た
。

宗
告
第
十
四
号

ご
門
主
さ
ま
の
ご
長
女
は
、
去
る
十
月
六
日（
火
曜
日
）に
ご
誕
生
に
な
り
、
十
月
十
五
日
付
で「
顕

子
」（
あ
き
こ
）と
ご
命
名
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
旨
告
知
す
る
。

　二
〇
一
五（
平
成
二
十
七
）年
十
月
十
六
日

 

総

　長

　
　石

　上

　智

　康

 

総

　務

　
　本

　多

　隆

　朗

 

総

　務

　
　藤

　野

　堯

　文

 

総

　務

　
　山

　階

　昭

　雄

ご
門
主
夫
妻
に

ご
長
女「
顕あ

き

子こ

」さ
ま

小
樽
別
院
輪
番
　
富
永
眞
秀

年
頭
法
話

2015年（平成27年）（2）



　歎異抄を通しじっくりとご法義の世界を味わう聖典講読会。毎月小樽別院にて開講の聖典講読会の公開
講座が下記のとおり三度（みたび）開講となります。ご講師は過去2年に引き続き天岸浄圓先生！！
　普段お寺に縁遠い方も、聴聞を続けてくださってる方もみんなまとめて引き込まれること間違いなし。
これを逃して何を聞く？

小
樽
別
院
よ
り
お
願
い

帰
敬
式〈
法
名
拝
受
〉に
つ
い
て

法
名
…「
法
名
」は
、
仏
法
に
帰
依
し
て
仏

弟
子
と
な
っ
た
人
に
授
け
ら
れ
る
名
前
で

あ
り
、
得
度
式
や
帰
敬
式（
お
か
み
そ
り
、

お
こ
う
ぞ
り
）を
受
式
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ご
門
主
さ
ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
す
。

　浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
、
法
名
は
す

べ
て
二
字
と
し
、「
釋
」の
字
を
上
に
冠
し
、

「
釋
○
○
」と
し
ま
す
。「
釋
」は
仏
弟
子
と

な
る
と
い
う
意
味
で
、
釈
尊（
お
釈
迦
さ
ま
）

の
一
字
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　帰
敬
式
は
一
生
で
一
度
し
か
受
式
で
き
な

い
大
切
な
お
式
で
す
。
原
則
、
京
都
の
本

山
で
受
式
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　も
し
、
小
樽
別
院
引
率
の
団
体
参
拝
な

ど
で
は
な
く
、
個
人
で
本
山
に
て
受
式
を

さ
れ
ま
し
た
時
は
、
お
手
数
で
す
が
小
樽

別
院
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
別
院
台
帳
に
法
名
拝
受
さ

れ
た
こ
と
を
記
録
い
た
し
ま
す
。

法
名
を
拝
受
さ
れ
た
方
は  

・ 

ご
家
族
に
拝
受
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ

し
ま
し
ょ
う
。

・ 

本
山
か
ら
交
付
さ
れ
た
法
名
が
明
記
さ

れ
た
用
紙
を
、
わ
か
り
や
す
い
と
こ
ろ
に

保
管
し
ま
し
ょ
う
。

帰
敬
式
受
式
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
院
寺

務
所
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

※お申込は別院寺務所まで。定員に達し次第締切とさせていただきます

聖典講読会
公開講座「親鸞聖人に聞く」－善鸞義絶を縁として－

平成28年2月9日（火）　午後2時～4時（1時半より受付）日時
本願寺小樽別院場所
天岸浄圓 先生（本願寺派輔教・行信教校講師・西光寺住職）講師
1,000円（当日申し受けます）受講料 100名定員

公開講座がやってくる！！

除
夜
会

日
時 
十
二
月
三
十
一
日

 

午
後
三
時

場
所 

小
樽
別
院
本
堂

　平
成
二
十
七
年
最
後
の
法
要
で
す
。

今
年
一
年
を
本
堂
に
て
静
か
に
ふ
り
か
え

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　お
勤
め
は
約
三
〇
分
で
す
。

元
旦
会

日
時 

一
月
一
日

　午
前
六
時
半

場
所 

小
樽
別
院
本
堂

　平
成
二
十
八
年
最
初
の
法
要
で
す
。
ご
家

族
そ
ろ
っ
て
お
参
り
く
だ
さ
い
。

約
三
〇
分
の
お
勤
め
が
終
わ
り
ま
し
た

ら
、
ご
流
盃
の
儀
が
ご
ざ
い
ま
す
。

除
夜
の
鐘

日
時 

十
二
月
三
十
一
日

 

午
後
十
一
時
五
〇
分
頃
よ
り

場
所 

小
樽
別
院
境
内

　鐘
楼
堂

　新
年
の
始
ま
り
を
除
夜
の
鐘
に
て
お
迎

え
い
た
し
ま
す
。
時
間
前
に
な
り
ま
し
た

ら
、
列
に
並
ん
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
別
院
ホ
ー
ル
に
て
年
越
し
そ
ば

を
ご
用
意
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
鐘
を
つ
き

お
わ
り
ま
し
た
ら
御
一
服
し
て
く
だ
さ
い
。

（本願寺派輔教・行信教校講師・西光寺住職）
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例会のご案内  

日　時 毎月七・十五日
 十三時（七日）、十一時（十五日）
場　所 会館ホール
担　当 磯村・西村・津田

例会のご案内  

日　時 毎月六日
 十八時～十九時（一時間）
場　所 三階会議室
担　当 岡﨑・森

仏教壮年会

いつでも どこでも どなたでも
各説教所では毎月例会を開いてお勤めと布教使の方より御法話をいただいています。
ぜひお近くの説教所までお越しください。

日　時 毎月 7 日　午後 6 時 30 分
担当者 西村

日　時 毎月 10 日　正午
担当者 磯村

日　時 毎月 9 日　午後 6 時
担当者 津田

日　時 毎月 13 日　午後 6 時
担当者 森

彰心会 若竹説教所

樹心会唯信講 奥沢説教所

無量講 小樽別院内

法友会 新光説教所

※月によって休座することがございます。事前にご確認ください。

常
例
布
教

講
師
未
定

花
木 

真
樹 

師

7
〜
11
日

北
海
道
教
区

上
川
北
組

　称
真
寺

藤
本 

弘
信 

師

7
〜
11
日

山
口
教
区

都
濃
東
組

　専
明
寺

大
野 
弘
信 

師

7
〜
11
日

北
豊
教
区

築
城
組

　浄
徳
寺

黒
田 

顕
城 
師

13
〜
16
日

北
海
道
教
区

札
幌
組

　覚
英
寺

山
﨑 

善
太 

師

13
〜
16
日

北
海
道
教
区

後
志
組

　光
雲
寺

13
〜
16
日

遠
山 

泰
範 

師

東
京
教
区

静
岡
東
組

　寶
専
寺

期
間
中
、
全
国
各
地
か
ら
来
院
さ
れ
る
布

教
使
の
方
よ
り
、
浄
土
真
宗
の
お
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で

知
ら
な
い
仏
さ
ま
の
お
話
を
、
ご
聴
聞
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

※
布
教
使
が
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

毎
月
７
日
〜
11
日
／
13
日
〜
16
日

場
所
：
小
樽
別
院
内

時
間
：
14
時
〜
15
時
半

1月

4月 2月3月

仏教婦人会



二
〇
一
六
年 （
平
成
二
十
八
年
）

年 

忌 

表

ご
法
事
を
勤
め
て
い
た
だ
く
に

あ
た
っ
て
の
お
願
い

一
　
周
　
忌 ̶ 

平
成
二
十
七
年

三
　
回
　
忌 ̶ 

平
成
二
十
六
年

七
　
回
　
忌 ̶ 

平
成
二
十
二
年

十
三
回
忌 ̶ 

平
成
十
五
年

十
七
回
忌 ̶ 

平
成
十
二
年

二
十
三
回
忌 ̶ 

平

成

六

年

二
十
五
回
忌 ̶ 

平

成

三

年

二
十
七
回
忌 ̶ 

平

成

二

年

三
十
三
回
忌 ̶ 

昭
和
五
十
九
年

五
十
回
忌 ̶ 

昭
和
四
十
二
年

ご
法
事
を
申
し
込
ま
れ
る
際
は
、

①
日

　時

②
場

　所

　を
ご
相
談
い
た
だ
き
、
別
院
ま
で

ご
連
絡
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尚
、
ご
希
望
の
日
時
に
添
え
な
い
場
合
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

願
い
ま
す
。

納
骨
堂
総
追
悼
法
要

ご
報
告

平
成
二
十
七
年
度
報
恩
講
を
修
行
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2015年（平成27年）（5）

報
恩
講
写
真

　
九
月
二
十
日
の
総
骨
堂
総
追
悼
法
要

で
、
ご
門
徒
の
皆
様
か
ら
奉
呈
い
た
だ
き

ま
し
た
法
名
奉
呈
用
紙
を
本
堂
に
ご
安
置

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。
右
余
間
（
向
か
っ
て
左
余
間
）
に

翌
年
の
納
骨
堂
総
追
悼
法
要
ま
で
ご
安
置

し
、
追
悼
法
要
を
修
行
す
る
ご
と
に
新
し

く
奉
呈
し
て
い
た
だ
い
た
法
名
奉
呈
用
紙

を
綴
り
ま
す
。
外
陣
か
ら
見
て
い
た
だ
く

の
で
少
し
遠
い
で
す
が
、
小
樽
別
院
に
お

越
し
い
た
だ
い
た
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。 奉

呈
用
紙
安
置
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前
門
様
の
新
た
な
ご
著
書
『
人
生
は
価
値
あ
る
一ひ
と

瞬と
き

』
が
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

か
ら
刊
行
さ
れ
、
九
月
十
七
日
か
ら
全
国
の
書
店
、
本
願
寺
出
版
社
で
販
売

が
始
ま
っ
た
。

　
昨
年
三
月
に
文
藝
春
秋
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
い
ま
を
生
か
さ
れ
て
』
以
来

の
ご
著
書
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
は
趣
を
異
に
し
、
専
門
的
な
仏
教
用

語
は
極
力
控
え
て
、
や
さ
し
い
言
葉
で
綴
ら
れ
て
い
る
た
め
、
仏
教
や
浄
土

真
宗
に
な
じ
み
な
い
人
に
も
読
ん
で

も
ら
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
悩

ん
だ
時
、
こ
こ
ろ
が
迷
っ
た
時
の
座

右
の
書
と
な
る
1
冊
。

Ａ
6
判
2
3
2
ペ
ー
ジ

本
体
1
0
0
0
円
+
税

小樽別院よりのお願いとお知らせ

　小
樽
別
院
に
登
録
さ
れ
て
い
る
代
表
者
の
方
の
連
絡
先
が
不

明
に
な
っ
て
い
る
ご
家
庭
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　左
記
の
場
合
に
は
必
要
書
類
に
ご
記
入
い
た
だ
き
ご
提
出
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
必
ず
お
寺
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

①
代
表
者
ま
た
は
納
骨
堂
管
理
者
の
転
居

② 

代
表
者
ま
た
は
納
骨
堂
管
理
者
が
変
更
に
な
る
場
合

※
ご
印
鑑
や
印
鑑
登
録
証
明
・
戸
籍
謄
本
、
ご
本
人
の
署
名
が
必

要
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
電
話
に
て
ご
連

絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　尚
、
お
盆
・
お
彼
岸
等
別
院
行
事
の
あ
る
場
合
は
、
ご
希
望
の

日
時
で
の
納
骨
や
ご
法
事
等
お
受
け
で
き
な
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、こ
ち
ら
も
事
前
に
別
院
に
日
程
や
時
間
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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物
故
者 

（
平
成
二
十
七
年
十
月
末
現
在
）

通
夜･

葬
儀
の

御
案
内

　小
樽
別
院
会
館
ホ
ー

ル
に
て
通
夜
・
葬
儀
会
場

と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

亡
き
方
が
く
だ
さ
っ
た

大
切
な
ご
縁
を
ぜ
ひ
菩

提
寺
に
て
。

　詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
寺
務
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

葬
儀
の

（写真は会館ホール）（写真は浄縁塔仏間）

▶
小
会
場
も
ご
ざ
い
ま
す

　〈
20
名
程
度
〉

編
集
後
記

この原稿を書いている時、初雪を観測しました。雪を見ると一年の過
ぎる早さを、しみじみと感じます。平成27年は皆様にとりまして、どの
ような年でしたか？大切な方との別れを経験した方もいらっしゃると
思いますが、すべてを含めて大切な「ご縁」であり、私の心を豊かにし
てくださる出来事と受け止めたいものです。年を重ねるごとに豊かさ
の厚みが増す人生となるように、仏様の御教えに出会える新年にして
いきたいものです。 西村

門徒委員
平田　晴己
竹澤　知恭
福川ヨシ子

別院担当者
西村　玄介
津田　造士

編
集
委
員

小樽市若松1丁目4番17号 

☎0134−22−0744
 0134−29−4080

本願寺小樽別院連
絡
先

  1/ 1 ㈮～ 10/15 ㈮ 輪番
  1/ 16 ㈯～  1/31 ㈰ 岡﨑
  2/ 1 ㈪～  2/15 ㈪ 磯村
  2/ 16 ㈫～  2/29 ㈪ 村田
 3/ 1 ㈫～  3/15 ㈫ 西村
  3/ 16 ㈬～  3/31 ㈭ 森
 4/ 1 ㈮～  4/15 ㈮ 津田
  4/ 16 ㈯～  4/30 ㈯ 西川

●テレホン法話担当表

FAX

前
門
様
新
刊
紹
介

小樽別院
四角形



西森電機商会有限
会社

お客様に愛される信頼とサービスの店

家電製品販売、修理、フランスベッド
住宅設備機器販売、住宅リフォーム

冷暖房設備・ロードヒーティング・融雪設備

小樽市天神1丁目10番3号
TEL（0134）24-0503
FAX（0134）32-2217
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「おたる西別院だより」に掲載してくださる商店や業者等を募集しております。
詳しくは 0134-22-0744 別院だより担当者:西村・津田までご連絡ください。広告募集

住宅設備工事店

●増改築工事　●流し回り、風呂廻り改修
●給湯器取付取替　●配管取替
●ストーブ取付取替　●暖房ボイラー取付取替

その他取替取付
ご相談に応じます

小樽市住吉町１５番８号
TEL・FAX　0134-22-6966



～まこと（いのち）の保育を行っています～～まこと（いのち）の保育を行っています～～まこと（いのち）の保育を行っています～～まこと（いのち）の保育を行っています～～まこと（いのち）の保育を行っています～～まこと（いのち）の保育を行っています～～まこと（いのち）の保育を行っています～～まこと（いのち）の保育を行っています～～まこと（いのち）の保育を行っています～～まこと（いのち）の保育を行っています～～まこと（いのち）の保育を行っています～～まこと（いのち）の保育を行っています～

小樽幼稚園

ホームページからもご確認下さい
http://otaru-youchien.com/

入　園　願　書　受　付入　園　願　書　受　付入　園　願　書　受　付入　園　願　書　受　付入　園　願　書　受　付入　園　願　書　受　付入　園　願　書　受　付 中入　園　願　書　受　付　中

0134-22-6536
0134-22-6537

①保育料…市町村民税額によって小樽市より5階層で区分されますので、該当する階層の
金額を納めていただきます

②入園料…徴収いたしません

小樽幼稚園は「子ども・子育て支援新制度」により施設給付型幼稚園になりました

毎週火曜日 
10時～12時

満2歳～就園未満の幼児対象者

プレ保育 定員
20名程度

28年度募集定員

プール遊び 体操教室 英語遊び など

特別活動も充実しています。

年長組

若干名

年中組

若干名

年少組

20名

発
行
者
　
本
　
願
　
寺
　
小
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別
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発
行
人
　
富
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眞
秀

2015年（平成27年）（8）


